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論 文 の 内 容 の 要 旨 

 
 中国において農地流動化は 1984 年から一貫して政府によって容認され，適度な大規模経営

政策にも力が注がれているが，その効果はあまり顕著でない．近年，合作社，農場等の組織に

よる農地流動化が進み，適度な大規模経営が行われるようになった．本研究では，図們市 Y
鎮を事例とし，延辺地域における農地流動化の実態を解明し，延辺地域の農地流動化を促進し

ている手段である「専業農場」の現状を把握しつつ，設立経緯と発展過程及び展開方向を明ら

かにした． 
 具体的な論文の構成は，次のまとめのとおりである． 
 序章では，中国における農地流動化の重要性と，延辺地域において農地流動化を促進する重

要な手段で，農業経営規模拡大を実現している「専業農場」の必要性を指摘し，関連する先行

研究を整理し，本研究の課題を提起し，研究全体に関わる課題と方法について述べた． 
 第 1 章では，中国の各段階における農地流動化の変遷を整理した上で，中国における農地

流動化及び延辺地域における農地流動化の現状と「専業農場」の展開について紹介した． 
 第 2 章「延辺地域における農地流動化の実態と課題―Y 鎮のＭ村と Q 村の農家調査を事例

として―」では，朝鮮族農家が大多数を占める延辺州図們市 Y 鎮の M 村と Q 村を事例として

貸出農家，借入農家及び自作農家の聞き取り調査に基づいて農地流動化の実態を明らかにする

と同時に，三つの立場の農家意識・意向を比較し，この地域の農地流動化の課題を検討した． 
 第 3 章「延辺地域における「専業農場」の現状と課題―Y 鎮の「専業農場」経営者意識調

査より―」では，延辺地域の図們市 Y 鎮において，2010～2011 年に設立された「専業農場」

15 の内，現在運営されている 14 カ所の「専業農場」経営者に対して聞き取り調査を行い，



「専業農場」の実態及び「専業農場」経営者による農場設立の目的・経営意識を把握して，大

規模経営を目指す「専業農場」の現状と課題を検討した． 
 第 4 章「延辺地域における「専業農場」の発展過程と展開方向―図們市 Y 鎮の YR 農場・

CX 農場を事例として―」では，図們市 Y 鎮で先行して生産から加工・販売までの基盤を整え

て「専業農場」を設立した YR 農場と隣接する村で新たに 2011 年に「専業農場」を設立し，

それと同時に基盤を整えた CX 農場を事例として，経営者と加入農家への聞き取り調査によっ

て，「専業農場」の発展過程と経営実態を分析し，経営内部の問題，両者の関係性，今後の展

開方向を明らかにした．具体的には，経営者と加入農家の意識や経営構造から見た経営内部の

問題，YR 農場と CX 農場の発展過程と経営者意識から見た両者の関係性，そして，延辺地域

における専業農場の今後の展開方向を検討した． 
 第 5 章では，本研究の分析結果に基づいて，結論を総括する． 
 以上の各章の分析結果に基づき，本研究の結論を以下のようにまとめた． 
 第 1 に，中国の農地流動化において，農家の意識と意向は重要である．中国は「集団所

有・農家請負経営」，戸籍等の独特な制度のもとで，農業部門と非農業部門との経済格差が大

きく，近年ますます拡大している．一方で，「三農」に対する優遇政策は農民の農業に対する

積極性を高めている．第 2 章の M 村と Q 村の事例から見ると，貸出農家，借入農家，自作農

家の三つの立場によってそれぞれの意識と意向が異なり，借入農家の場合は経営面積とも関係

がある．貸出農家と借入農家の双方の事情と意識が農地流動化を促進しているが，自作農家は

自らの矛盾した意識で農地流動化に参加できない．長期的・安定的な農地流動化のためには，

農家の今後に対する意向が重要である． 
 第 2 に，長期的・安定的な農地流動化を行うために組織的対応が必要である．第 2 章の M
村と Q 村の事例から見ると，貸出農家，借入農家，自作農家の三つの立場の分析から各農家

の事情と意識が農地流動化に影響を与え，状況の変化によって他の立場に転化する可能性が高

い．農家間の農地流動化は不安定な状況であり，長期的・安定的な農地流動化には組織的な対

応が必要である．そして，「専業農場」は安定的・効率的な農地流動化に対し，重要な役割を

果たしている． 
 第 3 に，持続可能な組織を目標として資金支援対象の選定システムが必要である．第 3 章

の Y 鎮の「専業農場」14 カ所の分析から，経営者は補助金政策を強く意識している．経営者

は政府の「専業農場」に対する有利な政策を獲得するために農場規模の条件を満たすことを目

的に農家の囲い込みを進めているが，実態は個別経営の集合体の場合が多い．その結果，規模

拡大による規模の経済はまだ実現できない「専業農場」が多い．従って，政府としても農場の

持続可能な経営のために，先進的で将来性が高い「専業農場」に限定する補助政策が必要であ

ると考えられる． 
 第 4 に，有能な農業経営者の育成のために資金面と指導面等の政府の支援システムが必要

である．第 4 章の YR 農場経営者 C 氏と CX 農場経営者 J 氏の聞き取り調査の分析から，「専

業農場」は村を土台として「加工工場」→「合作社」→「専業農場」の発展過程を辿り，生産

から販売までの一体的な経営を実現する．しかも，この急激な発展は一人の経営者によって行

われ，経営・管理されている．YR 農場の C 氏はまもなく 60 代に入り，農業経営を続けてい

くためには，今後リーダーシップを持っている後継者の育成も必要であろう． 
 「専業農場」の設立は農地流動化を促進し，延辺地域において農地流動化程度を左右する重

要な影響要因である．また，「専業農場」に有利な政策により，機械化・大規模化がある程度



実現し，農業経営の効率化を促進させ，農業経営者（農業経営者と個別農業経営農家）の農業

積極性を向上させた． 
 

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 近年，中国では合作社，農場等の組織による農地流動化が進み，大規模経営が行われるよう

になった． 
 本論文では，図們市 Y 鎮を事例とし，延辺地域における農地流動化の実態を解明し，延辺

地域の農地流動化を促進している手段である「専業農場」の現状を把握しつつ，設立経緯と発

展過程及び展開方向を明らかにしたものである． 
 第 1 に，貸出農家，借入農家，自作農家の三つの立場によってそれぞれの意識と意向が異

なる．貸出農家と借入農家の双方の事情と意識が農地流動化を促進しているが，自作農家は自

らの矛盾した意識で農地流動化に参加できない現状を析出し，長期的・安定的な農地流動化の

ためには，農家の今後に対する意向が重要であることを明らかにした． 
 第 2 に，貸出農家，借入農家，自作農家の三つの立場の分析から各農家の事情と意識が農

地流動化に影響を与え，状況の変化によって他の立場に転化する可能性が高く，農家間の農地

流動化は不安定な状況であり，長期的・安定的な農地流動化には組織的な対応が必要であるこ

とを析出し，「専業農場」は安定的・効率的な農地流動化に対し，重要な役割を果たしている

ことを明らかにした． 
 第 3 に，「専業農場」経営者は政府の有利な政策を獲得するために農場規模の条件を満たす

ことを目的に農家の囲い込みを進めているが，実態は個別経営の集合体の場合が多く，規模拡

大による規模の経済はまだ実現できない「専業農場」が多いことを明らかにした．このことか

ら，政府としても農場の持続可能な経営のために，先進的で将来性が高い「専業農場」に限定

する補助政策が必要であると提案した． 
 第 4 に，「専業農場」は村を土台として「加工工場」→「合作社」→「専業農場」の発展過

程を辿り，生産から販売までの一体的な経営を実現し，この急激な発展は一人の経営者によっ

て行われ経営・管理されているものの，事例の YR 農場の C 氏がまもなく 60 代に入ることか

ら，農場経営を続けていくためには，今後リーダーシップを持っている後継者の育成も必要で

あろうことを示した． 
 以上のように，本論文では，農地流動化に対する性格の異なる農家の意識や意向，地域農業

の維持･発展のために延辺地域で特異的に推進されている「専業農場」の実態を詳細に調査し，

農地流動化が依然として不安定な状況にあること，「専業農場」が地域農業の維持・発展に有

効であることを明らかにしたことは高く評価できる．よって，本審査委員会は本論文を博士

（農学）の学位論文として十分に価値あるものと認めた． 
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